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まず,ア トキンソソの得た結果を要約することから始めよう｡ ア トキンソソ
は不確実性のもとでの意思決定論を応用して,効用関数を特定化することなく
ロー レンツ曲線とジニ係数 (223) 37
所得分布の順位付けが確定する条件の導出に成功したo
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卓(F,-与loyエJf(y)dy
p-I.;yf(y)dy,F-ID"I(y)dy
















この功利主義的社会的厚生と所得不平等度の対応関係に加えて, ドー ル トン
の ｢トランスファー原則｣(prlnClpleoftransfers)ち (2)式の条件と同値
であることをア トキンソソは指摘している｡ ドー ル トンの トランスファー原則
とは,いま ylの所得を持つ者から所得を dだけ取 り上げ, より低い所得 y2
(ただし.y2≦yl-d)を持っ者に移転するとき,所得移転後の新 しい分布はも
との分布よりも平等であると判断されるべきであるというものである4'O
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spreadsを有限回くり返すことにより分布f(y)から分布f*(y)が得られると
き,この2っの分布は (2)式の条件を満足すること,また逆に.2つの分布


























































































(lu) 富者か ら若干の所得を取 り上げ,その一部を貧者に与える (残 りは再
分配過程で失われる) という所得移転を有限回くり返すことに よ り分布
f*(y)から分布 fb)が得られる0
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x および y を Rh空間におけるベクトルとしてその成分を,3.1≦.r空≦
≦ x〃および yl≦3J2≦･≦ynとなるように並びかえるとき,次の4=つの条件
はすへて同値である｡














.I,y を所得分布を表わすベクトルであると考えれば,(lL)の条件は, 分布 y
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昧す るOまた,(lil)の条件は, 富者 (j)から貧者 (i)への所得移転を有限回 く
り返すことにより,分布 .2.か ら分布 yが得 られることを示 している｡ したが
って,(zl),(ln)と(lV)の条件が同値であることは離散型の分布に関するア トキンソ
ンの定理であるO(1)の条件は分布 yにおける各所得成分 y.は分布 x の所得






〔補助命題 2〕 0-)条件o)もとで, (1)か ら(lV)と妖の(V)とはすべて同値であ
る12)O
(V) Rmにおいて定義され る厳密に S凹なすべての関数 Fについて
F(yl,,yn)>F(x1, ,.27氾)
が成立する18)a




13) xERnが71次のすべての重確率行列Q について,F(Qx)≧F(I)となるとき.F はS凹
な関数である.さらに,順列行列 (permutatlOnmatrLX)を除くすべての費確率行列について,





























































であるo 直線 aP に沿って Pが動いても. 二角形 OPQ の面積は変 らない
から,ジニ係数は x の変化に対 して不変であるo Lかし,aが右に動けば三
角形 OPQ の両横が増加するので シこ係数の値 も大 きくなる｡ したがって,
社会的厚生関数 ¢(x,a)がジニ係数 と同じように所得不平等を順位付ける件
質を持っているとすれば,任意の x,aに対 して,






























の問題である｡不平等尺度が トー ル トンの トランスファ-原則を満たす場合に
20) ニュー ベリー は叫/∂ご-0の条件から,個人の効用関数が披形となることだけを指摘し,厳密








































それぞれの階級に属す る標本数 〔世帯数または人員数) とその階級内の平均所
得とが発表されるのが通例であるo Lたが って, このようなデータか らジニ係
数 R は
I I i+L I
R-1-∑p.(∑p,Fe,+∑pAIu,)/∑pEFLl (1)]-1 )I-i J-i. &-1
の算定式を利用 して計算される26)｡ ここで )は所得階級数,A,は第 i階級に
属する世帯 (または個人)の全体に対す る比率, L.は第 日智級o)平均所得額
26) この算定式は,Morgan〔14]では theusualmethodと呼ばれているが,以下では標準算定
式と呼ぶことにする｡









との程度 ｢真cT)値｣を過少評価 しているo)か,したがって,い くつかあるジニ
係数の測定方法のうら,どの方法による推定値が最も信榎性が高いのか といっ
た点にはあまり注意が払われていないようである ｡





























次に.所得分布の果敢密度関数 Fが区間 (a,b)で凹であり, 区間内の平












54 (240) 第 121巻 鮪4 5号
第 1蓑
1967 0.2519 0_255(0-036) 0_2534 0.2549(0.015) 0.2534 0_2540(0_〔)06)
1968 0_2405 0 .24 44(0.039) 0_2420 0.2430(0_019) 0_2420 0.2427(0.007)
1969 0.2319 ･0.2356(0_07) 0_2337 0.2347(0.010) 0.2337 0.2340(0.003)
1970 0_2294 0.2333〔O_09〕 0_2314 0.2324(0.010) 0_2314 0.2319(0.005)
1971 0.2326 0.2363(0_07) 0.2339 0.2359(0_020) 0_2339 0.2347(0-008)
1972 0.2342 0.2393(0.051) 0.2363 0_2387(0-024) 0.2363 0.2374(0.011)
1974 0.25如 0.2643(0_050〕 0.2618 0.26 3 4(0-016) 0_2618 0.2628(0-010)
1975 O.2674 O_2721.〔0.0047〕 0.2()92 0_2717(0.025) 0.2692 0.2704(0.012)
(注) カッコ内の数値は (上限値)- (下限値)
ロー L,ソツ曲線とジニ係数 (241)55
ある区間 (a,pl,a.)で (6),(7)式 と逆向きの不等号が成立する場合には,
その区間で Fは凸であるとみなして (8)式を用いることにする.
所得の分布関数に制約をもうけずに, (1),(3)および (4)式からジニ
〉係数の上限 ･下限値を計算する方法を 〔方法Ⅰ], 黒石密度関数が凹となる部
分は (2)式のかわ りに (5)式で計算する方法を 〔方法Ⅱ〕, 累積密度関数
がモー ドの所得階級を境に凸から凹に転ずると仮定 して,(5)および (8)式
から計算する方法を [方法Ⅱ]と呼ぶことにするO 『家計調査年報』のデータ
をもとに1964年から1975年まで12年間の勤労世帯o)ジニ係数を実際に計算して








るた桝 こ, 〔方法Ⅲ〕によるジニ係数の下限値を基準にとって比較 してみると
〔第2表〕のようになる｡5分位 (または10分位)所得階級の各階級内平均所


















基準にとった し方法Iu〕の下限値 との差は1964年から1975年まで大 きな変動は
みせていない｡ こO-)12年間の所得分布を順位付けてみると,〔方法II〕による
ジニ係数値による順位付けとほぼ 一致している｡
第 2に, ヒソサス .ビューロー法によるジニ係数値は一様に ｢真の値｣を過









にはほぼ0.0003以下 と安定 している. これに対 して,通常の5分位および10分
位所得階級か ら計算された シニ係数値は きわめて不安定であり, lrH位付けも
〔方法Ⅲ〕 とはかなりちがっている｡ ジニ係数でJr,平等度を評価するにしても,
その算定方法がちかえば,計算されるジニ係数の値だけでなく不平等度の順位







5g (244) 第121巻 第4･5号
付けまで変動する可能性がある｡たとえば,1964年から1975年までの勤労者世
帯の所得分布の変化は,標準算定式や 〔方法Ⅲ〕によれば1970年まで平等化,
















よれは,家計調査の ｢年間収入｣と ｢実収入｣か ら計算されたジニ係数は安定





33) マウア 〔26],p 38を見よ｡
34) このJ-うなパラメトリックな方法でー/ニ係数の推定をおこなった例としては.倉林前掲論文,/
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